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本研究は、大学でのクリティカルシンキング (以下クリシン)教 育の可能性として、大学生のクリシン志向

性の育成に着目し、クリシン志向性と関連する要因を探索的に明らかにしようとしたものである。大学新入生

を対象に4月～7月にかけて3回 の質問紙調査を行った結果、クリシン志向性に関連する要因として、 日常で

どの程度クリシンを経験しているのかという 「クリシン経験」と大学進学や勉学に対する 「動機づけ」との関

連がみいだされた。また、縦断的検討の結果、4月 のクリシン志向性の高い学生ほど、考える力を刺激される

授業があったと認知しており、さらに考える力を刺激される授業があったと認知した学生は7月のクリシン志

向性が高いことがわかった。これらのことから、クリシンの機会が多い学生はクリシン志向性を高め、クリシ

ン志向性が高い学生ほどクリシンの機会に多く接しているという相互関連性が示唆された。さらに、入学後の

3ケ月間に 「考える力を刺激された授業」があったと認知している学生の方が、そうでない学生よりもクリシ

ン志向性を高めていたという結果は、大学教育において、新入生の段階からクリティカルに考える機会を与え

ることの重要性を示す結果として解釈された。また、クリシン志向性は学部によって差があることも明らかと

なり、学部の特色に応じたクリシン志向性を高める大学教育を考えていく必要性も示唆された。
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I.問 題 と目的

昨今大学への進学率が増加し続け、平成 16年度の

大学 ・短期大学への進学率は49。9%と なった。 この

ような状況の中で、各大学が大学教育で何を学生に身

につけさせるのかという特色を出すことが重要な課題

となってきている。

さて、著者らの所属する二重大学では、2004年度か

らの中期目標として、「『感じる力』、F考える力』、『生き

る力』とその基盤となるコミュニケーションカを豊かな

教養と専門領域の学研を通して涵養するカリキュラムの

充実に努める」ことを掲げている。この中にある 「考え

る力」にあたる心理学的概念としては、「自分の推論過

程を意識的に吟味する再帰的な思考 (Ennis,1987)」

と定義される「クリティカルシンキング (critical thinking

:以下クリシン)」を挙げることができる。

クリシンはアメリカにおける教育、特に高等教育に

おいては最も重要な教育目標の
一つとみなされている

(Kuriss,1988)。欧米ではクリシンに関して 50年近い

教育 ・研究の歴史があるが、道田 (2000)は 、特に米
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